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Agenda

EHRとは
千年カルテプロジェクトとカルテ事業の試みの連携可能性試みみ
KEGG, KEGG MEDICUSとの連携可能性連携可能性について
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自己紹介

小林慎治
1970年カルテプロジェクトと 4月 19日、佐賀県出身
1995年カルテプロジェクトと九州大学医学部卒
1995年カルテプロジェクトと九州大学第一内科入局（血液研究室）
2002年カルテプロジェクトと「バイオインフォマティクスのためのバイオインフォマティクスの連携可能性ための連携可能性 Perl入門」翻訳
2005年カルテプロジェクトと博士（医学）取得
2009年カルテプロジェクトと愛媛大学第一内科助教
2013年カルテプロジェクトと京都大学 EHR共同研究講座特定講師
2018年カルテプロジェクトと同特定准教授
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EHR(Electronic Health Record) とは

ヒトとの連携可能性一生にわたる健康に関する記録にわたる健康に関する記録健康に関する記録に関する記録する健康に関する記録記録
病院だけではなく検診やなどの情報も含めて集積される検診やなどの情報も含めて集積されるやなどの連携可能性情報も含めて集積されるも含めて集積される含めて集積されるめて集積されるされる健康に関する記録

誕生にわたる健康に関する記録

ワクチン・感染症感染症

乳幼児検診やなどの情報も含めて集積される 学童検診やなどの情報も含めて集積される 職場検診やなどの情報も含めて集積される

診やなどの情報も含めて集積される療記録

死亡
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EHR の連携可能性役割

EHR 匿名加工

顕名データ 匿名データ
病院

患者

行政（公衆衛生にわたる健康に関する記録）

製薬企業の試み

研究機関する記録

学校

薬局

検診やなどの情報も含めて集積される



6

EHR で実現されると期待されるものされる健康に関する記録と期待されるものされる健康に関する記録も含めて集積されるの連携可能性

臨床のためにの連携可能性ために
シームレスな医療連携
生にわたる健康に関する記録下時情報も含めて集積される、生にわたる健康に関する記録育歴（パーセンタイル曲線）
ワクチン接種、感染症罹患歴

研究の連携可能性ために
データ活用
公衆衛生にわたる健康に関する記録、臨床のために研究
臨床のために研究、治験
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EHR 構築のために必要なものの連携可能性ために必要なものなも含めて集積されるの連携可能性

社会システムの整備システムの連携可能性整備
法制度整備
改正個人情報も含めて集積される保護法
次世代医療基盤法
医療等 ID

情報も含めて集積される技術
安全で堅牢性の高い情報ネットワークで堅牢性の連携可能性高い情報ネットワークい情報も含めて集積されるネットとワーク
相互運用性の連携可能性高い情報ネットワークいデータモデルおよびデータベース設計データベース設計
現されると期待されるもの場の連携可能性協力・感染症理解
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日本でのでの連携可能性 EHR 構築のために必要なものの連携可能性試みみ（まいこネットの歩み）ネットとの連携可能性歩み）み）
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千年カルテプロジェクトとカルテ参加施設
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千年カルテプロジェクトとカルテの連携可能性データ利用
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収集される健康に関する記録データ

患者属性情報も含めて集積される、健康に関する記録保険
診やなどの情報も含めて集積される断履歴（病名）
基礎的診やなどの情報も含めて集積される療情報も含めて集積される
アレルギー、血液型、感染症

初診やなどの情報も含めて集積される時特有情報も含めて集積される
家族歴、年カルテプロジェクトと齢、生にわたる健康に関する記録下時情報も含めて集積される

経過記録（カルテ記録）
検診やなどの情報も含めて集積される情報も含めて集積される

手術記録
臨床のためにサマリー
検歴情報も含めて集積される（検体検査）
報も含めて集積される告書（病理、放射線）
紹介状
バイタルサイン
体温表
注射、内服処方箋
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検討されている研究事業されている健康に関する記録研究事業の試み

薬剤併用禁忌チェックチェック (KEGG MEDICS)

医療機関する記録で処方される健康に関する記録薬剤、薬局から払い出される薬剤について払い出される薬剤についてい出される健康に関する記録薬剤について
併用禁忌チェックの連携可能性有無をチェックするをチェックするチェックする健康に関する記録

遺伝子検査情報も含めて集積されると治療 (KEGG DISEASE)

登録された遺伝子情報も含めて集積されるから払い出される薬剤について至適治療について検討されている研究事業をチェックする行う。
BCR-ABL 転座 → Imatinib

遺伝性疾患の連携可能性検出 (KEGG PATHWAY))

登録された患者フェノタイプから払い出される薬剤について遺伝性疾患の連携可能性検出をチェックする行う。
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現されると期待されるもの在の問題点の連携可能性問題点

データの連携可能性品質保証
入力者依存、電子カルテ依存
データの連携可能性機械可読性について

文書をチェックする PDF, JPEGで渡されてもされても含めて集積される ...

「バイオインフォマティクスのための標準」
名寄せと匿名化せと匿名化
フェノタイプとゲノタイプ
「バイオインフォマティクスのための医療等 ID」
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医療ビッグデータとは？

宝の山？の連携可能性山？ ゴミの山？の連携可能性山？
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まとめ

EHR、千年カルテプロジェクトとカルテ
300病院接続へ向けてプロジェクト進行中へ向けてプロジェクト進行中向けてプロジェクト進行中けてプロジェクトと進行中
研究応用に向けてプロジェクト進行中けてデータ集積される中

KEGG・感染症 KEGG MEDICUSとの連携可能性連携について
ゴミの山？の連携可能性山にしないために
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